
本講座では設備管理に AI を導入し、より効率的かつ確実な機器リスト管理や保全計画、故障対策を⾏うための方法や、それを可能とする人材
育成のポイントを保全の専門家が基礎から解説します。AI 導入による業務改善を目指す設備担当や管理職に特におすすめの講座です。 

    

 

 

 

 

  
    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

形式︓オンラインセミナー（Live 配信） 補⾜︓ Live 配信に加え【⾒逃し配信】も実施します。当日の受講が難しい場合は⾒逃し配信を
ご視聴ください（配信期間は 10 日間程度） 

ジャンル︓機械 講習会コード︓ t d s 2 0 2 6 0 9 0 4 h 1 

●日 程 2026 年 9 月 4 日（⾦） 14︓00 〜17︓00  ●受講料 22,000 円（税込／テキスト付）  

AI を使った 
設備保全・故障対策の進め方・注意点と人材育成 

講師：株式会社保全ラボ 代表取締役 清岡大輔氏 

2007 年に旭化成入社。設備保全の技術者として 15 年勤務。3 つの工場で 3,000 件のトラブル対応、4,000 台以上の設備・10,000 件以上の

メンテナンス管理を実施する。2022 年に保全ラボを設立し、５つの設備保全サービスをリリースする一方、中小工場向けサービスを提供。また、

同年より産業革新研究所 専門家、日本コンサルタントグループ パートナーコンサルタントとしても活動する傍ら、専門職 MBA を取得。 

＜本講座での習得事項＞＜本講座での習得事項＞＜本講座での習得事項＞＜本講座での習得事項＞    

・AI時代に必要な設備保全の正しい考え方 

・計画保全の導入ステップと、TBM・CBM・BDM の使い分け 

・故障発生から恒久対策（根本対策・冗長化・スキル向上）までの実務フロー 

・組織として知見を蓄積する仕組みづくり 

＜講義概要＞＜講義概要＞＜講義概要＞＜講義概要＞ 
本講座は、AI 活用を前提とした設備保全・故障対策の進め方と、それを担う人材の育て方に焦点を当てています。実務に直結する知

識を、わかりやすく解説します。適正な保全体制の構築方法や、保全技術の思考法を工場に取り入れることで、設備の稼働率向上や収
益性の改善に貢献できます。 

第 1 章では、AI の得意・不得意を整理し、間違った保全思想が AI によって増幅される危険性を解説します。 
第 2 章では、経営目標に紐づいた保全目標の設計と、計画保全の導入ステップを説明します。 
第 3 章では、保全データの整備方法と AI 活用の具体的な事例を紹介します。 
第 4 章では、故障発生から恒久対策・水平展開までの実務フローを詳しく解説します。 
第 5 章では、AI 時代に求められる人材像と、組織として知見を蓄積・継承していく仕組みづくりについて説明します。 
本講義では、具体的な事例や業務フローを用いながら、明日から実践できる内容を中心にお伝えします。質疑応答の時間も設けてお

りますので、現場の課題についてもお気軽にご相談ください。 

 【オープニング】 
１．自己紹介 

２．本日の趣旨・目的 

３．設備保全とは何か（保守と保全の違い、計画保全のイメージ） 

４．AIで今すぐできる保全業務の例 

【第 1 章】AI 活用時代の設備保全の前提 
１．AIの得意なこと・不得意なこと 

２．AIを過信してはいけない理由（現場導入の課題） 

３．良いアウトプットは良いインプットから 

４．目標・KPIがAI時代により重要になる理由 

５．間違った保全思想がAIで増幅される危険性 

【第 2 章】正しい設備保全の考え方と進め方 
１．保全目標の設計（経営目標とのつながり） 

２．計画保全の導入ステップ 

３．3つの保全方式（TBM・CBM・BDM）とCBM化の重要性 

４．正しい活動指針 

【第 3 章】保全データの整備と AI 活用 
１．設備情報の整理（機番・機器リスト） 

２．保全履歴の正しい書き方 

３．機器リストがあればAIが作れるドキュメント 

４．AIによる保全データ分析の実例 

【第 4 章】故障対策の進め方 
１．故障の定義と恒久対策の重要性 

２．設備が損傷する5大要因 

３．故障発生〜恒久対策までの業務フロー 

４．恒久対策の3ステップ（根本対策・冗長化・スキル向上） 

５．水平展開の進め方 

６．AIによる故障報告書の効率化・標準化 

【第 5 章】AI 時代の人材の育て方と組織づくり 
１．AI時代に変わる「必要な知識」の定義 

２．調べながら判断できる人材の育て方 

３．業務のPDCAを回す仕組み（AIで回転数を上げる） 

４．組織として知見を蓄積する方法 

５．人材育成計画・AI推進体制の作り方 

【まとめ・質疑応答】 
 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

お申込について 
① 以下のいずれかの方法でお申込みください 
 
 
 
 
 
 
 
 
② お申込受付後、受付完了のご連絡（メールまたはお電話）をいたします 
③ 請求書等をお送りいたします 
＜注意＞ 
① お申込後１週間たっても受付完了の連絡がなかった場合は、お⼿数ですが、弊社までご連絡ください 
② 開催日の 7 日前以内のキャンセルはお受け致しかねます。必要に応じ代理の方のご出席をお願いいたします 
 
お⽀払について 
＜期日＞ 
受講料は講習会開催日の翌月末日までにお⽀払いください 
※期日までに間に合わない場合は、対応いたしますのでご⼀報ください 
＜方法＞ 
①銀⾏振込（振込⼿数料は御社にてご負担願います）  
②クレジットカード（⽀払方法はメールでご案内します） 

 
 

 
 

 

主 催 
申込・問合先 

名 称 株式会社テックデザイン（ http://www.tech-d.jp/ ） 
住 所 〒102-0072 東京都千代⽥区飯⽥橋 1-12-15 九段⼤和ビル 3 階 
電 話 03-6261-7920 FAX 03-6261-7924 

E-mail entry@tech-d.jp （申込） /  info@tech-d.jp （問合） 
 

【お振込先】 
振込先銀⾏ 三井住友銀⾏ 

⽀店 多摩センター⽀店（909） 
⼝座番号 (普) ０９７３５２２ 

名義 株式会社テックデザイン 

A FAX  上記に必要事項をご記入の上、送信ください 

B E-mail 
送信先︓entry@tech-d.jp 
メール本⽂に＜①【申込講座】 ②【会社名】 ③【所在地】 ④【⽒名】 ⑤【所属】 ⑥【Email】 ⑦【TEL】 
⑧【⽀払方法】、⑨【⽀払予定日】＞をご記入の上、ご送信ください 

C Web https://tech-d.jp/ の各講座のページからお申込みください 

 

＜お申込要項＞ 
下記に必要事項をご記⼊の上、FAX にてお申込みください （※は必須です） 

申込講座 2026/9/4 AI を使った設備保全・故障対策の進め方・注意点と人材育成 

申込プラン 

＜セミナーにお申込の場合＞ 
複数の申込プランがある講座については、申込プランの番号
をお知らせください。 

＜オンデマンド講座にお申込の場合＞ 
受講開始日は毎月の第 2 月曜日と第 4 月曜日となりま
す。ご希望日をご記入ください。 
※申込期限は視聴開始日の 1 週間前となります。 

申込プラン︓  受講開始日︓         ⽉ の 第          ⽉曜日 

会社名※  

所在地※ 

（請求書等の送付先） 

〒 

参加者① 

⽒名※  TEL※  

所属※ 
 FAX  

役職  
Email※  @  
会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

⽀払方法※ □ 銀⾏振込（紙請求書） □ 銀⾏振込（PDF 請求書） □ カード⽀払い  □ 未定のため後日連絡する 

⽀払予定日※ □［    ］⽉［    ］日ごろを予定している    □未定のため後日連絡する 

備考※ 
 

※【個人情報の取扱いについて】 ご記入された個人情報については、当社規定の「個人情報の取扱い」に基づき、適切に管理・運 
⽤いたします（詳細 https://www.tech-d.jp/privacy/apply̲privacy.pdf ）。 

 

FAX 
03-6261-7924 

 


